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〔論文審査の要旨〕 

 
本論文は，放熱材分野で金属基複合材料の応用拡大に向け，高熱伝導率と低熱膨張係数を有

する金属基複合材料の作製ため，新しい製造プロセスを開発した。製造プロセスの開発に伴い，

複合材料の製造条件の最適化，微細な組織観察，熱的特性評価を行っており，「ものつくり」

観点から学術的·工学的に大変優れた研究成果が極められている。 
第 1 章では，金属基複合材料の放熱材として，応用的背景，製造プロセス，開発状況につい

て説明している。カーボンナノファイバー/カーボンナノチューブ/グラフェン強化アルミニウ

ム基複合材料の新しい製造プロセスの開発の必要性について説明している。 
 第 2 と 3 章では，カーボンナノファイバーの多孔体及び，カーボンナノファイバー強化アル

ミニウム基複合材料の製造，微細組織構造や熱特性などを調査している。 
第 4 章では，カーボンナノチューブブロック体強化アルミニウム基複合材料を製造，微細組

織構造や熱特性などを調査している。 
第 5 章では，グラフェン強化アルミニウム基複合材料を製造，微細組織構造や熱特性などを

調査している。 

第 6 章では，得られた成果及び，作製した複合材料の熱特性を比較した。また，多機能性を

有する複合材料の現在の位置づけ及び今後の方向性について示している。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるもの

と認められる。 
 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


